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（注）本文中において次のとおり略記している場合があります。 

 関西国際空港環境監視機構      → 監視機構 

 関西国際空港環境監視検討委員会   → 検討委員会 

 関西国際空港株式会社        → 空港会社 

 関西国際空港用地造成株式会社    → 用地造成会社 

 阪神高速道路湾岸線         → 湾岸線 

近畿自動車道関西国際空港線     → 空連道 

 一般環境大気測定局         → 一般局 

 自動車排出ガス測定局        → 自排局 

 

（注）事業者測定以外のデータについて 

大阪府所管の大気汚染常時監視データは「大阪府地域大気汚染常時

監視測定データ」、大阪湾常時監視データは「大阪府公共用水域常時

監視データ」です。 
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